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第２１２回(６月)例会 参加費300円


戦争を呼び込む


首都東京にある米軍横田基地の今　　


お話：奥村 博さん


　　  第３次新横田基地公害訴訟原告団 団長





日時:2025年6月14日(土) 10:30～13:00


場所:たづくり８階「映像シアター」





第２１３回(７月)例会 参加費300円


都議選・参院選を終えて（仮題）


お話：高田 健さん　「九条の会」事務局





日時:2025年7月27日(日) 13:30～16:00


場所:あくろすホール１





第２１４回(８月)例会 参加費300円


戦後80年！ 8月15日をどう考えるか


お話：堀尾輝久さん 「憲法ひろば」世話人





日時:2025年8月23日(土) 13:30～16:00


場所:たづくり10階1001会議室








自衛隊も米軍も、日本にはいらない





◆防災平和省の考え方に賛成





自衛隊の考え方、捉え方をどうするか疑問でしたが、現状の自衛隊を位置づけ直して防災平和省という考え方に賛成です。政策的に展望が持てました。具体的にどう展開していくかという場合、視点が大切ですが、銀行の仕事や世界を回ってきたためでしょうか、実際どうするかのイメージがつきやすい話でした。（Ⅿ）





◆勇気づけられました





まず戦争をやめさせる。そのために平和運動の一本化、護憲連合の結成から。花岡さんも国会へ！ということで、今日の明確なお話に勇気づけられました！


（稲城市　林敏之）





◆良いお話をありがとう





良いお話を聴かせていただき有難うございました。（立川市　加藤寛）





◆知らないこと、知らされないことが多くて良かった





知らないこと、知らされないことが多かったので良かったです。素晴らしかったです。是非政界で活躍してください。今はＳＵＴ＝世襲・裏金・統一教会が多くてだめです。


（無記名）





◆平和運動の成果はゼロ？





　82歳の身で30キロに及ぶ書籍と楽器を持ち運び、戦争のない世界実現のためにすべてを捧げておられる花岡さんの情熱と行動力に感嘆し、敬意を表します。自衛隊を「国際災害救助即応隊」にするというご提案にはもろ手を挙げて賛同します。自衛隊の活動がまだ憲法に縛られていて、災害救助と人道支援に限られていたとき、自衛隊は国内でも海外でも感謝と尊敬の的でした。でもこれを制度として確立するのは大変。会場からの発言にもあったように、政治は「利権」で動いていることは、自民党が「企業団体献金禁止」に必死に抵抗する様をみれば分ります。骨がらみになった「軍産複合体」を壊すのは並大抵のことではありません。そのためには政権交代が必要、参院選でも与党を過半数割れに追い込む、それには野党の結束が必須、すべて同意します。それにしてもこれまでの平和運動には成果がなかったでしょうか。戦後80年、少なくとも日本が戦争を起こすことも巻き込まれることもなかったのは、市民が、基地反対運動や反核運動など、個々の具体的な課題に取り組んできたからではないでしょうか。そしてそれを支えているのは憲法９条です。わたしたちはそのことに誇りを持って、「もぐら叩き」と言われても、地道に運動を続けようと思います。（布田　石川康子）





◆左翼の匂いのまったくしない非武装中立論





初めて聞く花岡さんの非武装中立論は、左翼の匂いのまったくしない、意表をつかれる提言で、新鮮でした。


ここに来ているひとは私の話しを聞く必要のないひとたち。同じ顔が寄り集まっているヒマがあったら、家族、知り合い、ご近所に護憲・平和、非武装中立を説こう。国会前でどれほど叫んでも、彼ら（岸田、石破たち）は考えを変えない。そのヒマがあったら、彼らに投票している国民の考えを変えるために、時間とエネルギーを使おう。


成果の出ない護憲・平和運動はダメ。いくらがんばっても成果がでなければなにもしていないと同じ。成果とは護憲勢力が選挙で勝ち、政権をとること。国会で多数をとったら、防衛相を防災平和省に改組し、自衛隊を解散して「国際災害救助即応隊」に吸収・全員雇用する。安保条約の破棄を決議し米軍を撤去させる。


護憲勢力は、非武装中立の一点で合意し、一つの政党になったらどうか。その中に旧立憲系、社民系、共産系、れいわ系などの派閥をつくってガンガンやればいい。１億人の有権者（半分は女性）の投票率を10～15％あげれば政治は変わる。投票率を上げるには、投票日を日曜日（休日）から水曜日（平日）に変え公休にすること。韓国では大統領選の投票率は９割に達する。 


わたしは、次の参院選で全国区で立候補する（所属政党はまだ決まっていないが）…。


まるでよその星からきたひとが語る護憲・平和論のようです。これまでに聞いた護憲論のなかでは、保守の論客・半藤一利の「活憲（１００年憲法を活かす）論」に近いような気もする。


４年前の憲法ひろばで初めて聞いた黒井秋夫さんの「復員日本兵のPTSD」という問題提起といい、今回の花岡さんの意表をつく非武装中立論といい、憲法ひろば例会が開く窓から吹いてくる風は新鮮です。購入した花岡さんの本をこれから読みます。（深大寺北町、佐藤定夫）
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